
　

府有建築物の屋根貸しによる太陽光パネル設置促進事業（第五回）

提案審査の講評
平成27年度 第３回太陽光パネル設置事業者選定部会の審査結果について講評いたします。
今回の提案公募では、下水道施設、府立学校や府営住宅といった多様な府有施設を対象とし、太陽光発電設備の設置における安全性、並びに防水性能の確保を重視すると共に、事業者提案による施設利用者へのメリットにも期待いたしました。

こうした状況のもと、公募を行った５施設に対して、民間事業者２者から３施設について提案があり採択に至りました。それぞれ事業計画や、施工計画、維持管理計画等においても妥当な提案がなされておりました。

事前に公表している基準に基づいて審査を行い、総合評点の最も高い順に最優秀提案者、優秀提案者を選定いたしました。

大阪府立富田林支援学校については、24時間対応の連絡体制、発電状況の遠隔監視、現地でのモジュールの不具合チェックや、発電量の表示による普及啓発等の優れた提案を評価し、株式会社柴田工業（約20kWの提案）を最優秀提案者として選定いたしました。
なわて水みらいセンターについては、発電設備容量が大きく、在阪メーカーのシステムを採用しており、長期保証等の事業安定性もあり、発電状況の遠隔監視も行う等の優れた提案があり、加えて府内ソーラー事業普及への貢献が高いことを評価し、株式会社西尾木材工業所（約50kWの提案）を最優秀提案者として選定いたしました。
また、株式会社柴田工業からも優れた提案がありましたが、発電量等が及ばず、総合的な観点から優秀提案者として選定いたしました。
鴻池水みらいセンターについては、株式会社西尾木材工業所、株式会社柴田工業とも発電設備容量が同規模（約30kW）の優れた提案でしたが、在阪メーカーのシステムを採用しており、長期保証等の事業安定性もあり、府内ソーラー事業普及への貢献が高いことを評価し、僅差ではありますが株式会社西尾木材工業所を最優秀提案者、株式会社柴田工業を優秀提案者として選定いたしました。

最後に、多大なるご労力をおかけし、貴重なご提案をいただいた応募者に対しまして、あらためてお礼申し上げます。
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